
令
和
五
年
七
月
十
四
日
初
校
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▲公式テーマ曲「f
フィール
eel　t

ザ
he　g

グリーン
reen」も

披露されました

　
青
葉
山
エ
リ
ア
を
は
じ
め
と
し
た
市

内
各
所
を
会
場
に
開
催
さ
れ
た
第
40
回

全
国
都
市
緑
化
仙
台
フ
ェ
ア
「
未
来
の

杜
せ
ん
だ
い
２
０
２
３
」
が
、
６
月
18

日
に
閉
幕
し
ま
し
た
。
会
期
中
の
来
場

者
数
は
約
１
１
５
万
人
と
な
り
、
市
内

外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
人
々
が
花
と
み

ど
り
の
魅
力
を
体
感
し
た
り
、
憩
い
の

時
間
を
過
ご
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
最
終
日
に
は
、
ト
ー
ク
ネ
ッ
ト
ホ
ー

ル
仙
台
（
仙
台
市
民
会
館
）
で
閉
会
式

が
開
催
さ
れ
、
庭
園
出
展
者
な
ど
の
表

彰
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
次
期
開
催
都
市

で
あ
る
川
崎
市
へ
フ
ェ
ア
旗
を
引
き
継

ぎ
ま
し
た
。
ま
た
、
メ
イ
ン
会
場
の
青

葉
山
公
園
追お
い

廻ま
わ
し

地
区
で
は
、「
仙
台
す

ず
め
踊
り
」
の
総
流
し
踊
り
や
フ
ェ
ア

公
式
テ
ー
マ
曲
を
作
曲
し
た
秩
父
英え

里り

さ
ん
と
ス
ペ
シ
ャ
ル
バ
ン
ド
に
よ
る
生

　
６
月
19
日
、
本
市
と
公
益
財
団
法
人

日
本
財
団
、
市
内
で
子
ど
も
食
堂
な
ど

の
事
業
を
行
う
一
般
社
団
法
人
祐
紀
会

の
三
者
で
、
家
庭
や
学
校
以
外
の
「
子

ど
も
第
三
の
居
場
所
」
の
提
供
を
目
的

と
し
た
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
祐
紀

会
が
日
本
財
団
の
支
援
を
受
け
、
令
和

６
年
３
月
に
若
林
区
で
子
ど
も
第
三
の

居
場
所
事
業
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

　
こ
の
事
業
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難

を
抱
え
る
子
ど
も
の
放
課
後
の
居
場
所

と
し
て
、
学
習
支
援
や
食
事
の
提
供
に

加
え
、
保
護
者
へ
の
相
談
支
援
な
ど
も

行
い
ま
す
。
祐
紀
会
代
表
理
事
の
井
上

成し
げ
晃て

る
氏
は
「
子
ど
も
の
成
長
を
地
域
全

体
で
見
守
り
、
子
ど
も
た
ち
の
輝
く
未

来
へ
の
後
押
し
を
し
て
い
き
た
い
」
と

抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
協
定
に
基
づ
き
対
象
世
帯

に
事
業
の
周
知
を
行
う
な
ど
、
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
環
境
づ

く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

市政
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子
ど
も
が
安
心
し
て
過

ご
せ
る「
第
三
の
居
場

所
」
づ
く
り
が
始
動

▼

閉
会
式
内
で
行
わ
れ

た
フ
ェ
ア
旗
の
引
き
継

ぎ
式

市政
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杜
の
都
が
花
で
彩
ら
れ

た
54
日
間
―
全
国
都
市

緑
化
仙
台
フ
ェ
ア
閉
幕

●
紹
介
し
た
本
は
、
市
民
図
書
館
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す　
問
市
民
図
書
館
☎
261
・
１
５
８
５

東
日
本
大
震
災
を
語
り
継
ぐ
た
め
市
民
図
書
館
に
設
け
た

「
３
・
11
震
災
文
庫
」。
所
蔵
す
る
約
１
万
冊
か
ら
、よ
り

す
ぐ
り
の
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

65

震
災
を
風
化
さ
せ
ず
、
正
し
く
恐
れ
る

　

一
般
社
団
法
人
ジ
モ
ト
ア
ー
カ
イ
ブ
せ
ん
だ
い

　

理
事　

木
村　

浩
二

　
震
災
後
の
被
災
地
を
撮
影
し
た
写

真
集
で
、
被
災
し
た
市
民
が
そ
れ
ぞ

れ
の
目
線
で
記
録
し
た
も
の
で
す
。

撮
影
日
時
は
、
震
災
当
日
か
ら
数
カ

月
後
ま
で
、
撮
影
場
所
も
、
宮
城
県

内
の
多
く
の
被
災
市
町
に
わ
た
っ
て

い
ま
す
。
何
よ
り
記
録
と
し
て
の
価

値
は
、
日
時
、
撮
影
者
、
場
所
が
全

て
に
表
示
さ
れ
て
い
る
点
で
、
離
れ

た
多
く
の
地
点
で
同
時
的
に
撮
影
が

可
能
に
な
っ
た
の
は
、
カ
メ
ラ
付
き

通
信
媒
体
の
普
及
で
、
皮
肉
に
も
途

切
れ
た
通
信
機
能
を
補
完
で
き
た
か

ら
で
し
ょ
う
。「
３
・
11
」
を
写
真

で
残
す
、
と
「
３
・
11
」
を
文
字
で

残
す
、
の
2
部
構
成
。
そ
の
後
の
定

点
記
録
図
書
と
し
て
「
３
・
11
キ
ヲ

ク
の
キ
ロ
ク
、
そ
し
て
イ
マ
。」

「
３
・
11
キ
ヲ
ク
の
キ
ロ
ク
、
そ
し

て
イ
マ
。
２
０
２
１
」
も
あ
り
ま
す
。 　

震
災
前
か
ら
地
震
、
津
波
な
ど
天

災
の
危
険
性
を
訴
え
、
防
災
教
育
に

も
力
を
注
い
で
き
た
若
い
研
究
者
が
、

発
生
し
て
し
ま
っ
た
巨
大
災
害
に
対

し
て
、
お
そ
ら
く
忸じ
く
怩じ

た
る
思
い
で

ま
と
め
た
警
告
書
で
す
。
第
一
線
で

研
究
に
携
わ
り
な
が
ら
、
何
も
為な

し

え
な
か
っ
た
無
力
感
を
感
じ
つ
つ
も
、

繰
り
返
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
天
災
に
対

し
て
、
ど
う
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
か
、
科
学
者
の
視
点
か
ら
多
く

の
こ
と
を
問
い
か
け
て
い
ま
す
。
細

か
な
デ
ー
タ
の
提
示
も
分
か
り
や
す

く
、
小･

中
学
生
に
も
向
き
合
っ
て

き
た
説
得
力
あ
る
語
り
口
は
、
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
タ
ッ
チ
で
し
っ
か
り

と
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
何
度
読
み
返

し
て
も
胸
が
熱
く
な
り
、
薄
ら
い
で

ゆ
く
記
憶
を
い
つ
も
２
０
１
１
年
３

月
に
呼
び
戻
し
て
く
れ
ま
す
。

「
超
巨
大
地
震
に
迫
る
―
日
本
列

島
で
何
が
起
き
て
い
る
の
か
」大木聖

さと

子
こ

・纐
こう

纈
けつ

一起／
著　
NHK出版　刊

NPO 法人 20 世紀アー
カイブ仙台／企画・編
集・制作・刊

「
３
・
11
キ
ヲ
ク
の
キ
ロ
ク
―
市

民
が
撮
っ
た
３
・
11
大
震
災　

記

憶
の
記
録
」

▼

公
式
テ
ー
マ
曲
「
f

e
e
l
　
t
h
e
　
g

r
e
e
n
」
も
披
露
さ

れ
ま
し
た

演
奏
も
行
わ
れ
、
54
日
間
の
祭
典
を
盛

大
に
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　
花
壇
づ
く
り
や
来
場
者
へ
の
お
も
て

な
し
な
ど
、
市
民
と
と
も
に
つ
く
り
あ

げ
て
き
た
今
回
の
フ
ェ
ア
。
培
っ
た
経

験
や
取
り
組
み
を
、
次
の
百
年
の
杜
づ

く
り
へ
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。
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市
の
取
り
組
み
を
世
界

へ
発
信
―
ブ
リ
ュ
ッ
セ

ル
訪
問

仙台市の人口（対前月増減数） 男：531,539人　女：566,396人　計1,097,935人（－286)　544,381世帯（＋50）　７月１日現在
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市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

　
世
界
約
60
都
市
の
首
長
が
参
画
し
、

地
域
の
格
差
の
是
正
や
誰
一
人
取
り
残

さ
な
い
経
済
成
長
等
に
向
け
て
取
り
組

む
組
織
「
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
・

メ
イ
ヤ
ー
・
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
」
の
一

員
に
郡
市
長
が
選
定
さ
れ
、
６
月
13
日

に
ベ
ル
ギ
ー
の
首
都
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で

開
催
さ
れ
た
会
合
に
出
席
し
ま
し
た
。

　
会
合
に
は
約
30
都
市
の
首
長
ら
が
出

席
し
、
世
界
的
な
課
題
と
な
っ
て
い
る

物
価
高
騰
や
住
宅
確
保
へ
の
対
応
策
に

つ
い
て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
郡

市
長
は
、
東
日
本
大
震
災
時
の
住
宅
再

建
の
取
り
組
み
等
を
紹
介
し
、
人
々
の

気
持
ち
に
寄
り
添
っ
た
き
め
細
や
か
な

対
応
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。

　
今
回
得
ら
れ
た
知
見
や
国
際
社
会
で

◆
市
政
功
労
者
（
本
市
の
振
興
発
展
に

寄
与
さ
れ
た
方
）〔
自
治
・
消
防
功

労
〕
白
木
新
一
郎
、


木
泰
博
、
高
橋

秀
幸
、
武
川
由
美
子
、
沼
田
胞
善
、
山

内
功
、
大
栁
弘
、
影
山
明
彦
、
金
子
賢

司
、
池
田
建
夫
、
嶺
岸
善
信
、
加
藤
金

一
、
山
下
晴
也
、
吉
見
宏
、
早
坂
隆
、

佐
藤
茂
吉
、
澤
口
政
志
、
赤
間
信
一

〔
健
康
・
福
祉
功
労
〕
久
道
悦
子
、
佐

々
木
茂
〔
産
業
・
経
済
功
労
〕
八
重
樫

榮
吉
、
畑
文
雄
、
山
崎
浩
之
、
三
田
惠

介
、
公
平
弘
、
佐
藤
正
芳
、
阿
部
勝
広

〔
教
育
・
文
化
功
労
〕
久
水
敏
司
、
堀

江
新
一
郎
、
松
原
悟
、
佐
藤
淳
一
、
松

坂
宏
造
〔
国
際
交
流
功
労
〕
田
所
希
衣

子　◆
永
年
勤
続
委
員
（
委
員
と
し
て
10
年

以
上
に
わ
た
り
市
政
の
推
進
に
寄
与
さ

れ
た
方
）〔
仙
台
市
福
祉
整
備
審
議
会

委
員
〕
齋
木
し
ゅ
う
子
、
髙
橋
秀
信

〔
仙
台
市
社
会
福
祉
審
議
会
委
員
〕
上

畑
日
登
美
、
神
谷
哲
司
、
陳
進
志
、
平

山
乾
悦
〔
民
生
委
員
児
童
委
員
〕
熱
海

み
き
子
、
貝
山
栄
子
、
小
野
寺
幸
子
、

小
野
寺
チ
ヨ
子
、
千
田
美
保
子
、
佐
藤

恵
美
、
木
村
敬
二
、
宮
藤
忠
良
、
後
藤

崇
恵
、
佐
藤
憲
子
、
佐
々
木
奈
々
子
、

千
葉
煕
子
、
遠
藤
順
子
、
今
野
た
い
子
、

壹
岐
源
昭
、
津
田
正
敏
、
及
川
和
典

〔
仙
台
市
障
害
支
援
区
分
判
定
等
審
査

会
委
員
〕
竹
内
雅
史
、
山
田
さ
ゆ
り
、

髙
橋
真
由
子
〔
仙
台
市
障
害
者
自
立
支

援
協
議
会
委
員
〕
三
浦
剛
〔
仙
台
市
介

護
認
定
審
査
会
委
員
〕
五
十
嵐
丈
太
朗
、

宇
都
宮
昭
裕
、
小
川
達
次
、
菅
野
翔
、

小
坂
浩
之
、
小
船
正
明
、
助
川
泉
、
髙

田
洋
樹
、
高
橋
敦
、
中
里
壮
志
、
水
戸

龍
一
、
目
黒
由
紀
、
和
地
辰
紀
〔
仙
台

市
介
護
保
険
審
議
会
委
員
〕
小
坂
浩
之

〔
仙
台
市
エ
イ
ズ
・
性
感
染
症
対
策
推

進
協
議
会
委
員
〕
太
田
貴
〔
仙
台
市
環

境
影
響
評
価
審
査
会
委
員
〕
山
口
晶
、

松
木
佐
和
子
〔
仙
台
市
農
政
推
進
協
議

会
委
員
〕
伊
藤
房
雄
〔
仙
台
市
ス
ポ
ー

ツ
推
進
審
議
会
委
員
〕
仲
野
隆
士
〔
仙

台
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
〕
前
田
篤
彦
、

西
嶋
崇
、
小
島
吉
雄
、

麗
籠

久
仁
江
、
庄

司
一
之
、
一
関
優
世
、
佐
藤
哲
也
、
森

義
昭
、
阿
部
ふ
さ
、
早
坂
仁
、
寒
川
英

明
、
小
松
真
一
、
佐
藤
陽
子
、
齋
藤
守

夫
、
齋
藤
功
、
阿
辺
節
子
、
相
澤
美
香
、

佐
竹
章
子
、
目
黒
定
、
小
野
寺
澄
子
、

片
平
貞
子
、
熊
谷
淑
子
、
佐
藤
裕
一
、

稲
葉
滋
、
吉
村
修
一
、
田
村
友
子
〔
仙

台
市
景
観
総
合
審
議
会
委
員
〕
武
山
良

三
、
馬
場
た
ま
き
〔
仙
台
市
広
瀬
川
清

流
保
全
審
議
会
委
員
〕
有
働
恵
子
〔
仙

台
市
宮
城
野
区
区
民
協
働
ま
ち
づ
く
り

事
業
評
価
委
員
会
委
員
〕
庄
司
泰
典

〔
仙
台
市
太
白
区
区
民
協
働
ま
ち
づ
く

り
事
業
評
価
委
員
会
委
員
〕
本
田
茂
、
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市
政
功
労
者
等
を
表
彰
し
ま
し
た

　
―
市
制
施
行
１
３
４
周
年
記
念
式

　　
７
月
３
日
に
、
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー

で
市
制
施
行
１
３
４
周
年
記
念
式
を
行

い
ま
し
た
。
長
年
に
わ
た
り
、
市
の
発

展
と
市
民
生
活
の
向
上
の
た
め
に
、
多

大
な
貢
献
を
さ
れ
た
方
の
功
績
を
た
た

え
、
特
別
市
政
功
労
者
５
人
、
市
政
功

労
者
33
人
、
永
年
勤
続
委
員
84
人
を
表

彰
し
ま
し
た
。

　
表
彰
さ
れ
た
方
は
次
の
通
り
で
す

（
順
不
同
、
敬
称
略
）。

◆
特
別
市
政
功
労
者
（
本
市
の
振
興
発

展
に
著
し
く
寄
与
さ
れ
た
方
）
小
野
和

子
、
須
藤
裕
州
、
今
村
文
彦
〔
仙
台
市

議
会
議
員
と
し
て
20
年
以
上
に
わ
た
り

市
政
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
方
〕
斎
藤

範
夫
、
橋
本
啓
一

笹
崎
久
美
子
、
佐
藤
浩
、
岡
部
邦
彥

〔
仙
台
市
若
林
区
民
生
委
員
推
薦
準
備

会
委
員
〕
安
達
勝
〔
仙
台
市
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
〕
深
澤
百
合
子
〔
仙
台

市
青
葉
区
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
〕
柴

田
豪
〔
仙
台
市
農
業
委
員
会
委
員
〕
赤

間
敬
、
佐
藤
千
治

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
生
か
し
、
世
界

に
選
ば
れ
る
都
市

と
し
て
の
成
長
を

目
指
し
ま
す
。
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